
基調講演「協同組合原則と協同組合の今日的役割」 龍谷大学農学部教授 石田正昭氏 
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 2 月 21 日（火）青森市ホテルクラウンパレス青

森において、青森県農業協同組合中央会及び青森県

農協農政対策委員会が主催する「協同組合フォーラ

ム」が開催されました。青森県漁業協同組合連合会、

青森県森林組合連合会、青森県生活協同組合連合会

が協賛し、県内より農協 106 名、生協 49 名、漁協

35 名、森連 30 名の 220 名の参加がありました。 

 

 

 

‣主催者挨拶をする県農協中央会会長阿保直延氏。

壇上左より県森連専務須藤広明氏、県生協連会長平

野了三、県漁連会長赤石憲一氏。 

 

 今回のフォーラムは、協同組合提携４

団体が一堂に会して、協同組合の理念

と使命および社会的役割等について、

改めて再認識し相互理解を深めること

を目的に開催されたものです。 

・改正農協法の趣旨は「農業の成長産業化」を図ることが目的とされてお

り、その内容は「自治と独立」「民主制」「地域社会への関与」の協同組合

原則に反し、現在の農協組合員の 6 割以上は対象とならないという内容だ。 
・協同組合に寄せられた利用者の共通の関心をカタチにするための思想と

実践がコミュニティ（地域社会）の共通の利益をもたらすという価値に対

して、ユネスコが無形文化遺産に登録を決めた。 
 

講演の概要 

・共通の関心とは、雇用・高齢者や子育て層の人を守る・地域の活性化・エネルギーや食糧の確保など。  
価値創造のための協同組合組織の自己改革には、「全員経営」の展開による職員の資質向上が必要。 
・組合員の「参加」と「共感」を生み出す職員の意識と行動を育むことが課題。組合員の声を聴き、組合

員の暮らしに想いを馳せることが重要。地域のくらしの現実をつねに出発点にし、地域で起きている具体

的な問題に対応することが組合員の信頼につながり、組合員自らのエネルギーが最大限に発揮される。 
・2018 年 4 月にＪＪＣ（日本協同組合連絡協議会）からＪＣＡ（日本協同組合連盟）に転換し、協同組

合の代表機関として政府、企業に次ぐ「民」による非営利・協同セクターの確立を目指している。 
・協同組合間提携は、「産消提携」から「組織・事業連携」へ、そして「社会的連帯経済」の創出へ。 
・全国で新たな連帯が広がっている。青森県でも生産県ならではの連携の可能性を広げてほしい。 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【2017 年３月以降の主な行事・会議の予定】 
3月 5日（日）さようなら原発・核燃 3.11青森集会（リンクステーション青森） 

3月 8日（水）ヒバクシャ国際署名事務局会議 

3月 10日（金）たすけあいの会事務局会議 

3月 14日（火）県生協連組合員活動研修・交流会（アスパム ４階奥入瀬） 

3月 21日（火）第 6回県生協連理事会、事業統合委員会 

3月 24日（金）第 12回組合員活動協議会 

4月 6日（木）たすけあいの会全体のつどい 

4月 21日（金）第 1回組合員活動協議会 
版 

示 

掲 

 

○エーコープとコープを合体させたＡ＆ＣＯＯＰ松島店 

土地と建物をＪＡ仙台が用意し、農協と生協の協同運営会社

が賃貸。エーコープ宮城が「農産、水産、畜産、惣菜、寿司」

部門、みやぎ生協が「日配、食品、生活関連」部門を担当 

業種横断的な連携の新たな動き 

○ＪＡと生協の連携による有償たすけあい「おたがいさま」の運動 
ＪＡくにびき、松江保健生協、生協しまねの 3協同組合と松江・出雲・

雲南・大田の「おたがいさま」で構成する「地域つながりセンター」

を発足し、「各団体の得意分野を生かし、力を合わせて地域の困りごと

の解決」に取り組んでいる。 

日本協同組合学会会長でもあ

る石田教授の「協同組合のロー

カルセンターを！」の熱いメッ

セージを受け止める参加者。 

◆さくら野前で街宣 35名参加、署名 52筆！ 

 2 月 15 日、さくら野前で定例の街頭署名を行いました。雪

交じりの荒れた天気の中、13 団体 35 人が参加し、センター

合唱団の歌声も響き、にぎやかに署名活動が取り組まれまし

た。田中原爆被害者の会会長は、「何としても生きているうち

に核兵器廃絶を実現させて下さい」と力強く訴えました。60
代の女性は「核兵器は早くなくしてほしい。被爆者の気持ち

を思うと胸が詰まる」とカンパにもご協力いただきました。 
 

 ～ヒバクシャ国際署名をすすめる青森県連絡会によるアピール行動より～ 

★次回は 3/15（水）13 時～さくら野前 

◆青森県議会議員に賛同を呼びかけ！ 

 2 月 20 日、青森県議会議員の各会派回りを行い、田中会

長より趣旨と被爆者の想いをお伝えし、賛同のご協力を呼び

かけました。今回お会いできたのは、自民党（森内之保留氏）、

民進党（田名部定男氏）、清和会（川村悟氏・関良氏）、共産

党（諏訪益一氏・安藤はるみ氏・松田勝氏）です。 
 議員の皆さまに直接ヒバクシャ署名の意義をお伝えでき

たこと、一人ひとりに資料をお渡しできたことは今後の運動

の力になるものと確信します。3 月 1 日に回収に伺います。 
 

民進党田名部議員（右）に依頼をする 
田中会長（左） 

13,255 筆・・・めざそう２０万 2017年 2月 20日現在 

 


